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東京 チャ ネリ ング TV 
トバ イア ス  「 呼 吸 は 新しい エネ ルギー の ツー ル で す 」 
at 東京 ビッ グ サ イト 2002 年 12 月 1 日 (日 ) 午前 


トバ イア ス : そし て この よう に 、 親 愛 な る 友 た ちよ 、 私 達 は 、 
私 達 の シャ ー ン ブラ の ファ ミリ ー の 中 で 、 こ こ に 集まっ て いま す 。 
あな た 方 は 、 私 達 が 一 緒 に 過 し た この 数 時 間 の 間 に 、 あな た 方 の 
内 側 で た くさ ん の エネ ルギー を 動か し まし た 。 


親愛 な る 友 た ちよ 、 私 達 は 、 あな た 方 が これ まで その 中 に 入っ て 
いた か ご の 扉 を 、 開け 始め て いる こと が わか り ま す 。 その 扉 を 開 
ける こと に つい て 、 少し 恐 椅 が ある こと を 知っ て いま す 。 あな た 
方 に その 資格 が 与え られ て いる 自由 を 持つ こと に 、 少 し 恐怖 が あ 
る こと を 知っ て いま す 。 し か し 、 私 達 は 、 あな た 方 が あな た 方 の 
翼 を 広げ 、 舞い 上 が り 、 啓発 の 新しい 段階 に 飛ん で いく こと を あ 
な た 方 自身 に 許す で あろ うこ と が わか る の で す 。 


今 、 親愛 な る 友 た ちよ 、 私 達 は あな た 方 に 、 あ な た 方 の 肉体 全体 
の 中 まで 、 深く 、 呼吸 する こと を お 願い し ます 。 新しい 自由 と 共 
に 、 あ な た 方 の 存在 の 中 まで 呼吸 し て くだ さい 。 息 を 吐い て 、 自 
然 に 緩め て くだ さい 。 あな た 方 の 新しい 自由 を 吸い 込ん で くだ さ 
い 。 自由 を 吐き 出し て くだ さい 。 あ な た 方 の 肉体 、 精神 、 そ し て 
スピ リッ ト ま で ずっ と 呼吸 し て くだ さい 。 神 の 息 が 、 あ な た 方 の 
内 側 で 広がる の を 許し て くだ さい 。 息 を 吐い て 、 あ な た 方 の 愛 を 、 
あな た 方 の 周り の 全て の も の に 与え て くだ さい 。 


あな た 方 自身 に 、 呼吸 する こと を 挑戦 し て くだ さい 、。 呼吸 は 、 新 
し い 命 を 与え て くれ ます 。 そし て 、 呼吸 の 解放 は 、 あ な た 方 の 周 
り の 全て の も の に 命 を 与え る の で す 。 


呼吸 は 、 新しい エネ ルギー の シン プル な ツー ル な の で す 。 あな た 
方 は それ を 複雑 に する 必要 は あり ませ ん 。 これ は 、 シ ンプ ル な の 
で す 。 呼 吸 は 、 あ な た 方 に 、 神 の 思い や り を 感じ させ て くれ ます 。 
そし て 、 あ な た 方 が 呼吸 を 解放 する 時 、 そ れ は 、 あ な た 方 の 周り 
の 全て の も の に 対す る 思い や り の 表現 な の で す 。 


も し 、 あ な た 方 が 、 人 生 の 中 で 問題 を 抱え て いる の な ら 、 神 の 愛 
を た だ 吸い 込ん で くだ さい 。 も し 、 あな た 方 が 困難 な 日 を 送っ て 
いる の な ら 、 神 の 思い や り を た だ 吸い 込ん で くだ さい 。 も し 、 あ 
な た 方 が あな た 方 の 旅 を 理解 で き な い の な ら 、 神 の 愛 を た だ 吸い 
込ん で くだ さい 。 そう すれ ば 、 全て の 答え が あな た 方 の と ころ に 


や っ て 来る の で す 。 


答え は 、 あな た 方 の 精神 か ら 来る の で は あり ませ ん 。 あな た 方 の 
頭 の 中 で 声 を 聞く の で も あり ませ ん 。 そう で は な く 、 あ な た 方 は 
ハー ト の 中 で 歌 を 聞く の で す 。 あな た 方 は 、 あな た 方 の 魂 の 音楽 
を 聞く の で す 。 あな た 方 は 、 あな た 方 の 神 性 の ハー モニ ー を 感じ 
る の で す 。 知っ て いる と いう 感覚 が あな た 方 に や っ て 来 ま す 。 あ 
な た 方 は 、 解 答 を 感じ る の で す 。 


答え は 、 あ な た 方 の 精神 か ら 来る の で は あり ませ ん 。 それは 、 内 
的 な 感覚 と し て 、 あ な た 方 に や っ て 来 ま す 。 それ は 、 暖か な 感覚 
と し て 、 そ し て 愛 に 満ち た 感覚 と し て や っ て 来 ま す 。 それ は 、 知 
っ て いる こと と し て 、 感 覚 と し て あな た 方 に や っ て 来る の で す 。 


精神 は 静 ま り ま す 。 そし て 、 あな た 方 の ハー ト が 歌う よう に な る 
の で す 。 新しい エネ ルギー の 中 で は 、 感覚 が あな た 方 を ガイ ド す 
る の で す 。 精神 は 、 あ な た 方 の 人 間 的 な 機能 の 中 で 、 あ な た 方 を 
ガイ ド す る 助け を し ます 。 し か し 、 あ な た 方 の ハー ト が 、 あ な た 
方 の 神 性 を ガイ ド す る よう に な る の で す 。 


息 を 深く 吸い 込ん で くだ さい 、 親愛 な る シャ ー ン ブラ よ 。 神 の 愛 
と 思い や り を 吸い 込ん で くだ さい 。 神 の 歌 を あな た 方 の ハー ト で 
感じ て くだ さい 。 神 が あ な た 方 に 抱い て いる 思い や り を 感じ て く 
だ さい 。 思い や り は 、 審判 の な い 、 純粋 な 愛 な の で す 。 息 を 吸い 
込ん で 、 あな た 方 が 他 の 全て の 人 々 に 対し て 持っ て いる 思い や り 
を 感じ て くだ さい 。 思 いや り は 、 審 判 を し な いこ と で す 。 そ れ は 、 
全て の 人 々 の 旅 を 完全 に 受け 入れ る こと な の で す 。 それ は 、 彼ら 
が 、 彼ら の レッ スン を 、 魂 の 旅 と し て 選択 し て いる と いう こと を 
知る こと な の で す 。 


息 を 吸い 込ん で 、 あ な た 方 自身 へ の 思い や り を 感じ て くだ さい 。 
あな た 方 は 、 あな た 方 自身 に 思い や り を 持つ こと を 忘れ て いま す 。 
あな た 方 は 、 あ な た 方 で ある 全て に 対し て 、 あ な た 方 自身 を 愛す 
る こと を 忘れ て いま す 。 あな た 方 は 、 あ な た 方 自身 を 厳し く 審判 
し て いる の で す 。 


あな た 方 自身 を 、 神 が あな た 方 を 愛し て いる の と 同じ 思い や り で 、 
愛し て あげ て くだ さい 。 あな た 方 自身 を 愛し て あげ る 時 な の で す 。 
あな た 方 は 、 決 し て 何 も 間 違っ た こと は し な か っ た と いう こと を 
知る 時 な の で す 。 あ な た 方 は 、 道中 で 、 決し て 間違っ て 曲がっ た 
こと は な い の で す 。 


あな た 方 は た だ 、 あな た 方 自身 を 愛す る こと を 忘れ て いる だ け な 
の で す 。 あな た 方 は 、 あな た 方 が どん な 美しい 天使 か と いう こと 
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忘れ て いま す 。 あな た 方 は 今 、 他 の 人 々 の 抱き 締め 方 を よく 知 
っ て いま す 。 今 、 あな た 方 自身 を 抱き 締め て くだ さい 。 あな た 方 
自身 を 愛し て くだ さい 。 そし て 、 あ な た 方 自身 に 、 深い 思い や り 
を 持っ て くだ さい 、。 自己 本 位 に な る こと に つい て 心配 する 必要 は 
あり ませ ん 。 あな た 方 自身 が 自己 充足 し 、 思い や り に 満ち 、 愛 に 
満た され る の を 許し て くだ さい 。 


親愛 な る シャ ー ン ブラ よ 、 あな た 方 自身 を 抱擁 し て くだ さい 。 あ 
な た 方 の 両手 を あな た 方 自身 の 上 に 置い こく だ さい 。 あな た 方 自 
身 へ の 愛 と 思い や り を 感じ て くだ さい 。 神 の 審判 は な いこ と を 知 
っ て くだ さい 。 あな た 方 自身 へ の 審判 は な い の で す 。 毎日 、 あな 
た 方 自身 を 抱き 締め て あげ て くだ さい 。 あな た 方 は これ を 必要 と 
し て いる の で す 。 


あな た 方 が 呼吸 する 時 、 あ な た 方 が 感じ る 時 、 こ れ は 、 あ な た 方 
が 現在 の 中 に 生き る こと を 可能 に させ ます 。 あな た 方 は 、 も は や 
過去 の こと で あな た 方 自身 を 罰 し て いま せん 。 あな た 方 は 、 も は 
や 未来 に つい て 心配 し て いま せん 。 深く 息 を 吸い 込ん で くだ さい 。 
あな た 方 自身 へ の 深い 思い や り を 感じ て くだ さい 。 そし て 、 現在 
の 中 に 完全 に 存在 し て いて くだ さい 。 これ は と て も シン プル な の 
で す 。 そ れ を 複雑 に し な いで くだ さい 。 


今 の 瞬間 の 中 で 、 あな た 方 の 肉体 は 、 それ 自身 を 再 調整 する こと 
が 、 そ れ 自 身 を 癒す こと が で きる の で す 。 も し 、 あ な た 方 が 過去 
に 生き て いた り 、 未来 に 生き て いた りす る 時 は 、 あな た 方 の 肉体 
は 癒え る こと が で きま せん 。 あ な た 方 の 肉体 は 、 今 、 こ の 瞬間 の 
中 で 癒え る こと が で きる の で す 。 現在 に 生き る こと は 、 あな た 方 
の 肉体 の 老化 の プロ セス を 止め る の で す 。 


現在 に 生き る こと は 、 神聖 な 炎 が あな た 方 の 内 で 点火 する こと を 
可能 に させ る の で す 。 現在 に 生き る こと は 、 あな た 方 の 精神 が 
か に な る の を 可能 に させ ます 。 あな た 方 が 内 側 の 声 を 感じ 、 聞く 
こと が で きる よう に で す 。 


今 に - 生 きる こと は 、 あな た 方 が 人 生 の 体験 を 完全 に 楽し むこ と を 
可能 に させ ます 。 あ な た 方 が 、 も し 、 過去 に 生き て いた り 、 未来 
を 心配 し て いた ら 、 どう し て あな た 方 は 人 生 を 楽し め る の で し ょ 
うか ? 


現在 に 生き る こと は 、 あな た 方 が 思い や り を 感じ る こと を 可能 に 
させ ます 。 そし て 、 あ な た 方 が 現在 に 生き る と き 、 そ れ は 全て の 
も の が あな た 方 に や っ て 来る こと を 可能 に させ る の で す 。 あな た 
方 の 魂 の 魔法 の 力 が 、 適 切な 全て の も の を あな た 方 に 惹き つけ る 
の で す 。 


現在 の 中 で 、 あ な た 方 は 、 正 し い 人 々 を あな た 方 に 連れ て きま す 。 
現在 の 中 で 、 あ な た 方 は 、 豊 か さ を あ な た 方 に も た らし ます 。 現 
在 の 中 で 、 あ な た 方 は 、 新 し い 機 会 を あな た 方 に も た らし ます 。 


あな た 方 が 現在 に いる 時 に 、 あな た 方 が あな た 方 の 旅 の た め に 必 
要 な 全て の も の が あな た 方 に や っ て 来 ま す 。 あな た 方 は それ を 捜 
し 求め る 必要 は あり ませ ん 。 それ は 、 あ な た 方 の と ころ に や っ て 
来る の で す 。 これ が 新しい エネ ルギー の あり 方 で す 。 これ が シャ 
ー ン ブラ の あり 方 で す 。 こ れ が 新しい パラ ダイ ム な の で す 。 


それ は 、 許 すこ と な の で す 。 そ れ は 、 思 いや り の こと な の で す 。 
それ は 、 感じ る こと な の で す 。 それ は 、 神 の 愛 を 吸い 込み 、 そ し 
て 他 の 全て の 人 々 に 神 の 愛 を 吐き 出す こと な の で す 。 それ は 、 あ 
な た 方 も また 神 で ある と いう こと を 認め る こと な の で す 。 


さて 、 私 達 は 現在 の 中 に 一 緒 に 座り 、 こ こ で 数 分 の 間 、 音楽 を 聞 
き 、 た だ 、 こ の 時 を 楽し みた いと 思い ます 。 思い や り が あな た 方 
を 通し て 流れ て いく の を 許し て くだ さい 。 


(音楽 ) 


親愛 な る 友 た ちよ 、 私 達 は 、 あな た 方 が 、 ど う や っ て 感じ る か を 
再び 思い 出し て いる の を 感じ る こと が で きま す 。 あな た 方 が 、 ハ 
ー ト の 中 で 非常 に に っ きり と 感じ て いた 時 か ら 、 か な り 長 い 間 が 
経ち まし た 。 か ご の 扉 を 開け て 、 あな た 方 自身 が 舞い 上 が る の を 
許し て くだ さい 。 あな た 方 は 、 教 える よう 求め られ て いる の で す 。 
あな た 方 の 愛 を シェ ア す る た め に 、 あな た 方 の 思い や り を 表す た 
め に で す 。 


私 達 は あな た 方 を 心から 愛し て いま す 。 


And so it is. (そし て そう いう こと な の で す 。) 


translator / Kiyo 
(2003/1/14 修正 ) 
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